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⑮ 研究概要
1) 実存倫理思想研究
2) 応用倫理学研究
3) 哲学的生命論研究
⑮著書
1) 山本達・盛永審一郎訳:rテクノシステム時代
の人間の責任と良心J.Hans Lenk著， 1-265，東
信堂，東京， 2003. 
⑮原著
1) 盛永審一郎:r責任Jと「戯れ」ーヤスパース
の実存的自由とハイデガーの存在論的自由一.理
想， 671: 38-48， 2003. 
2) 盛永審一郎:疑わしき場合は症の利益のために.
生命倫理，通巻14:4-11，2003. 
⑮その他
1) 盛永審一郎:リプロダクテイブライツと脹の尊
厳.富山医科薬科大学看護学会誌， 5-1:19-28， 2003. 
2) 盛永審一郎:オランダ・ベルギー・ドイツにお
ける「安楽死」に関する現状 (1)，富山医科薬科
大学一般教育研究紀要， 30:27-35， 2003. 
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⑥ 研究概要
1) 日本古代史研究
2) 精神史としての治療史研究
⑮著書
1) 谷口美樹:古代.r日本女性史研究文献目録Nj
女性史総合研究会編， 255-258，東京大学出版会，
東京， 2003. 
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⑮ 研究概要
1) 昨年同様，社会保障法上の医療保障の法構造と
医事・薬事法について研究を行っている.前者は，
社会保障法における医療保障の理念と体系を考察
するものである.又後者は健康権を基礎に独
自の法領域としての医事・薬事法の体系化を意図
するもので，現在，各国の医事法と比較研究を行っ
ている.
、
'L¥ E里
Psychology 
品比
十
助教授松井三枝 MieMatsui 
⑮著書
1) 松井三枝:統合失調症における認知障害，武田
雅俊編，新世紀の精神科治療第6巻「認知の科学
と臨床j，116-128，中山書庖，東京， 2003. 
2) 松井三枝:記憶と神経心理学からのアプローチ，
横田正夫，丹野義彦，石垣琢磨編「統合失調症の
臨床心理学j，195-218，東京大学出版会，東京，
2003. 
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